
４
本
柱
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売

億
円
を
支
援

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

宿
泊
増
売

人
財
育
成

旅
館
経
営
人
財

育
成
ア
カ
デ
ミ
ー

連
合
会
・
支
部
主
催

の
研
修
、セ
ミ
ナ
ー

日
本
の
宿
　
　
　

お
も
て
な
し
検
定

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

検
定
、和
食
検
定

Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
受
け

入
れ
研
修
の
改
善

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
取
り
組
み
　

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
に
よ
る

宿
泊
販
売
強
化
　
　
　
　

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
取
り
扱
い
拡
大

有
意
義
な「
宿
泊

増
売
連
絡
会
議
」
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新
し
い
時
代
、
令
和
を
迎
え
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅

ホ
連
）
は
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業
推
進
の
基
本
テ
ー
マ
を
「
活
発
な
交
流
機

会
の
創
出
　
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」
と
し
た
。
こ
こ
２
年
間
の
取
り
組
み
で

会
員
同
士
、
ま
た
会
員
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
と
の
交
流
が
活
発
化
し
た
こ
と
を
組
織

活
性
化
の
礎
と
し
て
定
着
さ
せ
る
。
地
域
づ
く
り
は
、
そ
の
地
に
適
し
た
独
自

の
取
り
組
み
を
地
域
の
主
体
性
で
強
く
大
き
な
流
れ
に
育
て
る
。
事
業
計
画
で

は
、「
宿
泊
増
売
」「
人
財
育
成
」「
地
域
振
興
・
観
光
振
興
」「
組
織
強
化
」

の
四
つ
を
柱
と
し
、
時
代
に
合
っ
た
改
善
を
加
え
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
大
き
な
宿
泊
販

売
目
標
で
あ
る
４
５
０
０
億
円
の
達
成
を
支
援
し
て
い
く
方
針
だ
。

るるぶトラベルのトップページ

上級合格者が観光庁長官を表敬訪問

お
も
て
な
し
検
定
の
チ
ラ
シ

旅館経営人財育成アカデミーの研修

湯
田
中
温
泉
で
開
い
た
イ
ギ

リ
ス
の
旅
行
会
社
と
の
意
見

交
換
会

　
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る

中
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
で

も
従
業
員
の
働
き
方
や
仕
事

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高

め
方
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
旅
ホ
連
で
は
、
働
き

手
を「
人
財
」と
位
置
づ
け
、

「
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ

デ
ミ
ー
」
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

や
「
日
本
の
宿
　
お
も
て
な

し
検
定
」
な
ど
の
人
財
育
成

事
業
を
通
じ
て
、
会
員
施
設

の
従
業
員
が
階
層
ご
と
に
能

力
や
知
識
を
修
得
し
て
仕
事

へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
度
も
各
種
セ
ミ
ナ
ー

の
充
実
と
各
種
検
定
の
受
験

促
進
を
図
り
、
旅
ホ
連
、
ひ

い
て
は
宿
泊
業
界
全
体
の
価

値
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ

デ
ミ
ー
が
主
催
す
る
各
種
の

セ
ミ
ナ
ー
に
は

年
度
、
前

年
度
の
２
倍
増
と
な
る
７
４

６
人
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
含
む
）

が
参
加
し
た
。
複
数
の
研
修

に
申
し
込
む
会
員
施
設
も
い

く
つ
か
あ
り
、
自
社
の
社
員

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活

用
す
る
事
例
が
出
て
い
る
。

　
事
業
計
画
「
旅
ホ
連
会
員

と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
と
の
交
流
機

会
の
創
出
の
新
た
な
取
り
組

み
」
に
つ
な
が
る
た
め
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
社
員
に
も
参
加
を
働
き

か
け
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
の
参
加

者
も
増
え
て
１
３
６
人
と
な

っ
た
。研
修
後
の
懇
親
会
は
、

旅
ホ
連
会
員
施
設
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ

社
員
と
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。

　
数
あ
る
研
修
の
中
で
も
人

気
が
あ
る
の
が
、
パ
ワ
ー
パ

ー
ト
ナ
ー
・
ア
ン
ド
・
ト
ラ

ス
ト
代
表
取
締
役
・
安
達
太

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
務
め

る
「
人
を
動
か
す
幹
部
を
育

て
る
研
修
」
と
「
若
手
社
員

研
修
」
だ
。
参
加
者
の
事
後

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
た
い
へ

ん
良
か
っ
た
」
が
８
割
を
超

え
る
。
旅
ホ
連
会
員
だ
け
で

な
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
か
ら
も

好
評
を
博
し
て
い
る
。

　
人
を
動
か
す
幹
部
を
育
て

る
研
修
は
、
経
営
者
の
右
腕

と
な
る
人
財
に
求
め
ら
れ
る

知
識
と
ス
キ
ル
を
養
成
。
実

際
に
あ
っ
た
現
場
で
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
多
く
盛
り
込

み
、
「
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ

ワ
ー
の
理
想
的
な
関
係
と

は
」
「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
影

響
力
を
手
に
す
る
方
法
」

「
人
を
動
か
す
指
示
の
出
し

方
と
動
機
付
け
」
な
ど
を
教

え
る
。
経
営
者
や
次
世
代
経

営
者
、
経
営
幹
部
、
女
将
、

若
女
将
、
管
理
職
、
現
場
リ

ー
ダ
ー
が
対
象
だ
。

　
若
手
社
員
研
修
は
、
２
年

目
か
ら
６
年
目
ま
で
の
社
員

が
対
象
。
若
手
の
早
期
育
成

を
目
的
と
し
、
同
世
代
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
も
図
る
。

管
理
職
者
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
も
可
能
だ
。

　

年
度
は
さ
ら
に
参
加
し

や
す
く
１
日
研
修
と
し
、
各

地
域
で
人
を
動
か
す
幹
部
を

育
て
る
研
修
、
若
手
社
員
研

修
と
、

年
度
か
ら
新
設
の

「
組
織
活
性
化
研
修
」
、


年
度
か
ら
新
設
の
「
新
入
社

員
研
修
」を
組
み
合
わ
せ
て
、

同
一
の
開
催
地
で
実
施
し
て

い
る
。
４
、
５
月
は
鳥
取
、

長
野
、
東
京
で
開
催
。
６
月

以
降
は
香
川
、沖
縄
、長
崎
、

山
形
、
大
阪
、
北
海
道
、
静

岡
、
群
馬
、
東
京
の
９
都
市

で
開
催
す
る
予
定
。

　
こ
の
ほ
か
今
年
度
の
研
修

は
、
６
月

、

日
に
滋
賀

県
・
お
ご
と
温
泉
の
湯
元
舘

で
「
旅
館
経
営
者
の
た
め
の

財
務
・
旅
館
経
営
研
修
～
旅

館
業
の
生
産
性
向
上
で
『
財

務
』
体
質
強
化
～
」
、
９
月

３
日
に
東
京
で
「
旅
館
経
営

者
の
た
め
の
稼
げ
る
デ
ジ
タ

ル
＆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
研
修
」、来
年
１
月

、


日
に
三
重
県
志
摩
市
の
志
摩

観
光
ホ
テ
ル
で
「
女
将
・
若

女
将
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・

女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
」

な
ど
の
開
催
を
予
定
す
る
。

　
各
支
部
や
支
部
連
合
会
が

主
催
す
る
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー

に
は
、

年
度
に
合
計
４
０

５
６
人
が
参
加
し
た
。
ク
レ

ー
ム
対
応
、
お
も
て
な
し
と

い
っ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関

連
の
ほ
か
、
時
代
を
反
映
し

た
「
人
材
採
用
・
定
着
戦
略

の
ポ
イ
ン
ト
」
（
講
師
＝
社

労
士
・
穐
田
恒
雄
氏
）
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
多
数
の
支

部
で
開
催
さ
れ
た
。

　

年
度
も
引
き
続
き
会
員

ニ
ー
ズ
の
高
い
セ
ミ
ナ
ー
を

設
定
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

人
財
育
成
に
貢
献
し
て
い

く
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
が
こ
れ
ま

で
主
導
し
て
き
た
「
日
本
の

宿
お
も
て
な
し
検
定
」
は
、

今
年
度
で
計
画
立
案
か
ら


年
目
、初
級
検
定
が

回
目
、

中
級
検
定
が

回
目
を
迎
え

た
。旅
館
・
ホ
テ
ル
に
加
え
、

学
生
（
高
校
生
な
ど
）
や
異

業
種
（
冠
婚
葬
祭
業
な
ど
）

の
受
験
も
増
え
て
お
り
、
昨

年
度
の
受
験
者
数
は
初
級
・

中
級
計
で
前
年
度
比

％
増

の
３
２
２
４
人
と
大
き
く
伸

び
た
。
昨
年
度
ま
で
の
累
計

の
受
験
者
数
は
３
万
６
千
人

と
な
っ
た
。

　
中
級
試
験
合
格
者
に
受
験

資
格
の
あ
る
「
上
級
検
定
試

験
」
で
は
、
第
３
回
と
な
る

昨
年
度
、
作
文
や
面
接
の
試

験
を
経
て

人
の
受
験
者
中

６
人
が
合
格
。
上
級
合
格
者

は
昨
年

月
、
お
も
て
な
し

検
定
委
員
会
の
小
口
潔
子
委

員
長
ら
と
共
に
観
光
庁
長
官

を
表
敬
訪
問
し
た
。

　
お
も
て
な
し
検
定

年
を

迎
え
、
今
年
３
月
に
は
「
日

本
の
宿
　
お
も
て
な
し
検
定

運
営
委
員
会
」
を
５
年
ぶ
り

に
開
催
。
お
も
て
な
し
検
定

の
体
系
整
備
、
受
験
促
進
に

向
け
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
昨
年
度
は
、
日
本

の
お
も
て
な
し
を
海
外
へ
輸

出
し
よ
う
と
台
湾
の
大
学
２

校
で
初
級
、
中
級
の
試
験
を

実
施
。
申
し
込
ん
だ
学
生


人
の
全
員
が
合
格
し
た
。

　
今
年
度
の
第

回
初
級
試

験
と
第

回
中
級
試
験
は
、

ウ
ェ
ブ
上
で
９
月

～

日

に
行
わ
れ
る
。
受
験
の
申
し

込
み
は
７
月
１
日
～
８
月


日
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け

る
。
受
験
料
（
税
込
み
）
は

初
級
が
３
５
０
０
円
、
中
級

が
４
千
円
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
は
、
受
験

を
後
押
し
す
る
た
め
会
員
施

設
の
従
業
員
を
対
象
に
受
験

料
と
公
式
テ
キ
ス
ト
代
の
半

額
の
補
助
を
行
う
。
旅
ホ
連

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
会
員
施
設

の
活
用
事
例
や
上
級
合
格
者

な
ど
を
紹
介
。
よ
り
多
く
の

会
員
施
設
に
お
も
て
な
し
検

定
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

　
旅
ホ
連
で
は
、
日
本
ホ
テ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
試
験
」
と
「
和
食
検
定
試

験
」
の
受
験
を
奨
励
し
て
い

る
。
会
員
限
定
特
典
と
し
て

昨
年
に
引
き
続
き
、
受
験
料

や
テ
キ
ス
ト
代
の
半
額
を
支

援
す
る
。

　
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
試
験
は
、
ホ
テ
ル
の
実
務

知
識
の
体
系
的
理
解
度
を
測

る
た
め
の
評
価
基
準
と
な
る

も
の
。
試
験
は
ベ
ー
シ
ッ
ク

レ
ベ
ル
２
級
・
１
級
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
３
種
類

が
あ
り
、
受
験
者
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
て
選
べ
る
。

　
昨
年
度
は
会
員
施
設
か
ら

ベ
ー
シ
ッ
ク
レ
ベ
ル
２
級
に

４
２
２
人
、
同
１
級
に
３
４

４
人
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ

ル
に

人
、
合
計
８
２
９
人

が
申
し
込
ん
だ
。

　
一
方
、和
食
検
定
試
験
は
、

和
食
文
化
の
正
し
い
理
解
と

継
承
や
も
て
な
し
レ
ベ
ル
の

向
上
を
目
的
と
し
た
検
定
試

験
。
試
験
は
初
級
レ
ベ
ル
、

基
本
レ
ベ
ル
、
実
務
レ
ベ
ル

の
３
段
階
が
あ
る
。

　
昨
年
度
は
会
員
施
設
か
ら

初
級
レ
ベ
ル
に
１
５
７
人
、

基
本
レ
ベ
ル
に
２
１
９
人
、

実
務
レ
ベ
ル
に
８
人
、
前
年

度
の
２
倍
増
と
な
る
３
８
４

人
が
申
し
込
ん
だ
。

　

年
度
の
試
験
日
程
は
、

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検
定

試
験
が

月

日
に
ベ
ー
シ

ッ
ク
レ
ベ
ル
２
級
・
１
級
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
、
来

年
２
月
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
レ
ベ

ル
２
級
・
１
級
。
和
食
検
定

試
験
が

月

日
に
初
級
・

基
本
・
実
務
レ
ベ
ル
、
来
年

２
月

日
に
初
級
・
基
本
レ

ベ
ル
。
両
検
定
と
も
札
幌
、

東
京
、
大
阪
、
福
岡
の
４
都

市
の
会
場
で
実
施
さ
れ
る
。

な
お
、
５
人
以
上
が
集
ま
れ

ば
、
所
属
団
体
の
用
意
し
た

用
意
し
た
施
設
で
の
受
験
が

可
能
だ
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
は
、
新
経

営
体
制
２
年
目
の
改
革
を
進

め
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
共
に
、
活
発

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
宿
泊
増
売
に
取
り
組

む
。
宿
泊
増
売
は
、
多
く
の

重
要
な
旅
ホ
連
事
業
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
新
し

い
時
代
を
迎
え
、
各
事
業
は

「
販
売
現
場
を
通
じ
て
お
客

さ
ま
の
満
足
に
届
く
」
こ
と

を
意
識
し
て
大
幅
に
改
善
・

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
。
特

に
「
受
け
入
れ
研
修
」
と

「
個
人
宿
泊
研
修
」
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
旅
ホ
連
と
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆

Ｗ
Ｉ
Ｎ
」
が
そ
の
対
象
だ
。

　
顧
客
と
の
重
要
な
接
点
で

あ
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
を
通
じ

て
、
現
地
の
情
報
が
宿
泊
客

に
正
し
く
伝
わ
る
こ
と
が
大

切
だ
。
各
種
の
研
修
は
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
社
員
の
販
売
力
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
明
確
な
目

的
と
し
て
改
善
す
る
。
旅
ホ

連
の
各
支
部
が
行
っ
て
き
た

「
現
地
受
け
入
れ
研
修
」は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
独
自
で
行
っ
て
き

た
社
員
研
修
と
、
可
能
な
も

の
か
ら
共
同
開
催
を
進
め

る
。
研
修
の
質
を
高
め
、
実

施
回
数
の
増
加
を
図
り
、

「
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
」

「
そ
の
地
域
の
価
値
」
を
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
社
員
に
つ
か
ん
で
も

ら
う
。

　
「
個
人
宿
泊
研
修
」
は
、

申
し
込
み
手
順
を
簡
素
化
す

る
と
と
も
に
、
補
助
金
額
を

倍
増
し
た
。
こ
ち
ら
は
研
修

の
目
的
を
会
員
施
設
の
視
察

に
特
化
さ
せ
る
た
め
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
社
員
に
は
、
活
用
促
進
に

加
え
、
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
記

載
の
徹
底
と
、
現
地
で
の
会

員
と
の
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
す

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
法
人
営
業
部
門

で
は
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て

い
た
箱
根
で
の
新
入
社
員
研

修
を
拡
大
し
、
各
地
の
会
員

施
設
で
の
実
施
を
計
画
し
て

い
る
。
会
員
と
の
連
携
、
社

員
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
営
業
力
を
共

に
強
化
し
、
宿
泊
増
売
に
つ

な
げ
る
の
が
目
的
だ
。

　
一
昨
年
ま
で
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

「
４
つ
の
お
願
い
」
が
、
昨

年
度
か
ら
「
旅
ホ
連
・
Ｊ
Ｔ

Ｂ
　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
に
向

け
た
取
り
組
み
」
に
改
ま
っ

た
。
今
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
全
国
一
律
の
目
標
設
定

か
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
、
連
合
会
や
支
部
ご
と

の
目
標
設
定
と
し
た
こ
と
が

変
更
点
だ
。

　
地
域
の
会
員
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

各
地
の
仕
入
と
が
顧
客
満
足

の
た
め
に
、
お
互
い
に
知
恵

を
絞
り
相
互
メ
リ
ッ
ト
と
な

る
目
標
を
設
定
し
、
宿
泊
増

売
を
目
指
し
て
い
く
。
各
地

で
の
取
り
組
み
は
、
本
部
の

情
報
委
員
会
を
通
じ
て
共
有

し
て
い
く
。

　
昨
年
度
か
ら
収
受
が
開
始

さ
れ
た「
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
」

販
売
か
ら
の
本
部
定
率
会
費

を
活
用
し
、
会
員
施
設
に
限

定
し
た
優
遇
施
策
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
を
今
年
度
も

実
施
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｏ
Ｔ
Ａ
の
ア
ゴ
ダ
社
と
の
提

携
を
昨
年

月
に
発
表
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
ア
ゴ
ダ

の
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

活
用
を
通
じ
た
「
お
客
さ
ま

の
宿
泊
購
買
時
の
利
便
性
の

向
上
」
と
「
会
員
施
設
の
客

室
販
売
効
率
の
向
上
」
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
る
る
ぶ

ト
ラ
ベ
ル
と
訪
日
外
国
人
を

主
な
市
場
と
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
サ
イ
ト
は

は
、
こ
の
提
携
に
よ
り
今
年

の

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
す
る
予
定
だ
。
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
後
も
新
機
能
を
生

か
し
た
会
員
施
設
優
遇
施
策

を
継
続
す
る
。

　
旅
ホ
連
本
部
で
は

年
度

も
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
タ
イ

ア
ッ
プ
作
戦
」
と
題
し
、
７

支
部
連
合
会
が
実
施
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
に
支
援
を
行
っ
た
。

支
援
し
た
各
支
部
連
合
会
の

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
は

次
の
通
り
。

　
北
海
道
支
部
連
合
会
「
台

湾
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
道

東
・
道
北
の
旅
行
需
要
拡
大

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
」。東
北
支
部

連
合
会
「
東
北
エ
リ
ア
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
着
地
型
商
品
強

化
に
よ
る
誘
客
～
欧
米
豪
及

び
ア
ジ
ア
を
対
象
と
し
た
ハ

イ
キ
ン
グ
・
ス
キ
ー
（
雪
遊

び
）
需
要
の
拡
大
～
」。関
東

支
部
連
合
会
「
関
東
各
地
域

行
政
と
連
携
し
た
、
訪
日
旅

行
の
受
け
入
れ
整
備
と
、
海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
」。中
部

支
部
連
合
会
「
多
角
的
展
開

に
よ
る
中
部
管
内
へ
の
誘
致

事
業
」
。
西
日
本
支
部
連
合

会
「
２
０
１
８
年
度
　
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
致
　
タ
イ
　
キ

ャ
ラ
バ
ン
及
び
販
促
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
」
。
九
州
支
部
連

合
会
「
『
つ
な
が
る
九
州
』

＝
デ
ジ
タ
ル
で
誘
客
×
ヒ
ュ

ー
マ
ン
で
お
も
て
な
し
」
。

沖
縄
支
部
連
合
会
「
沖
縄
エ

ア
ポ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
運
行
開

始
に
伴
う
沖
縄
本
島
内
公
共

交
通
活
用
促
進
事
業
」
。

　
支
部
連
合
会
単
位
で
の
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル
と
協
業

し
、
旅
ホ
連
全
体
で
欧
米
豪

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
誘
客

事
業
も
開
始
。
メ
イ
ン
は
欧

米
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
旅
ホ
連

会
員
と
の
全
国
９
カ
所
で
の

情
報
交
換
会
の
実
施
だ
。

　
一
例
と
し
て
長
野
県
・
湯

田
中
温
泉
で
昨
年

月
、
イ

ギ
リ
ス
の
中
間
層
に
人
気
の

旅
行
社
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
　
Ｈ
Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
と
同
温
泉

の
宿
泊
施
設
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
。
長
野
県
観
光
機

構
の
欧
米
担
当
者
も
参
加

し
、
長
野
県
観
光
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

こ
の
他
ハ
イ
キ
ン
グ
や
自
然

満
喫
体
験
の
情
報
収
集
・
提

供
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
啓
蒙
セ
ミ
ナ

ー
を
札
幌
、
仙
台
、
静
岡
、

名
古
屋
、
福
岡
な
ど
で
開
催

し
た
。

　
今
年
度
も
支
部
連
合
会
主

催
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事

業
へ
の
支
援
や
本
部
主
催
の

欧
米
豪
誘
客
事
業
を
継
続
し

て
い
く
。

　
年
２
回
開
催
す
る
こ
の
会

議
は
、
昨
年
の
企
画
委
員
会

で
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
施
設
の
販
売
に
よ

り
特
化
し
、
会
員
施
設
の
客

室
販
売
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
有

効
な
情
報
提
供
や
、
販
売
サ

イ
ド
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
と
の
交

流
の
場
と
す
る
。
仕
入
担
当

者
、
支
部
幹
事
が
支
部
長
と

し
っ
か
り
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
会
議
の
充
実
を
目
指
し

て
い
く
考
え
だ
。


